
生
ま
れ
育
っ
た「
地
域
」で

生
き
抜
い
て
い
く
気
概

�
農
書
�
と
は
ふ
つ
う
田
畑

耕
作
の
や
り
方
を
書
き
記
し
て

次
の
世
代
に
伝
え
よ
う
と
し
た

文
書
群
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
多
く
の
農
書
は
、
単
に
そ

の
や
り
方
し
方
だ
け
を
記
し
た

わ
ざ

も
の
で
は
な
い
。
生
産
の
技
�

農
法
の
記
述
に
ほ
か
な
ら
ず
地

域
の
風
土
や
人
情
が
語
り
込
め

ら
れ
て
い
る
。
本
全
集
第
一
巻

所
収
の
『
耕
作
噺
』
は
津
軽
の

稲
作
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
書

で
は
あ
る
が
、
そ
の
書
き
出
し

は
こ
う
な
っ
て
い
る
。

「
日
本
国
中
を
回
っ
て
花
の

都
京
都
、
花
の
江
戸
、
大
阪
、

名
古
屋
を
見
て
も
、
生
ま
れ
故

郷
の
津
軽
よ
り
よ
い
と
こ
ろ
は

な
い
。
ま
た
津
軽
を
回
っ
て
見

て
も
、
御
城
下
弘
前
や
鯵
ヶ
沢

港
の
賑
わ
い
を
見
て
も
、
自
分

の
生
れ
在
所
が
い
ち
ば
ん
よ

い
。」ここ

に
は
江
戸
時
代
の
人
々

の
生
き
方
の
気
概
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
つ
づ
き
は
原
文
で
読

ん
で
み
よ
う
。

「
我
等
が
在
所
も
人
の
見
ば
、

か
く
や
あ
ら
ん
と
産
宮
の
、
講

を
催
し
御
酒
捧
げ
、
所
繁
昌
安

全
の
、
願
い
の
ほ
か
は
他
念
な

く
、
講
会
ご
と
に
田
や
畑
の
、

耕
作
噺
の
ほ
か
は
な
く
、
思
い

思
い
を
話
す
な
り
」。

農
書
と
は
、
こ
う
し
た
土
に

根
を
張
っ
た
人
生
観
に
よ
っ
て

書
か
れ
、
そ
の
全
体
が
現
代
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
く
る
も

の
な
の
で
あ
る
。
地
域
の
個
性

は
、
地
域
の
自
然
と
そ
こ
に
住

む
人
と
の
つ
き
あ
い
の
中
で
育

つ
。
そ
の
生
ま
れ
育
っ
て
い
く

姿
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
の
が

農
書
で
あ
る
。

綿
密
な
現
代
語
訳

「
日
本
農
書
全
集
」
は
原
文

だ
け
で
な
く
現
代
語
訳
が
対
照

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

現
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
う

以
上
、
研
究
者
だ
け
で
な
く
、

現
代
の
ふ
つ
う
の
人
々
が
読
め

な
く
て
は
刊
行
の
意
味
が
な

い
。
だ
が
こ
れ
は
ま
こ
と
に
困

難
な
仕
事
だ
っ
た
。
農
書
の
多

く
は
地
域
に
密
着
し
て
書
か
れ

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
方
の
こ
と
ば
で
記
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
意
味
を
特
定
す

る
こ
と
が
大
仕
事
な
の
で
あ
っ

た
。
た
と
え
ば
「
除
草
」
と
い

う
こ
と
ば
は
江
戸
時
代
に
は
な

か
っ
た
。「
芸
（
く
さ
）
か
じ

め
」「
芸
る（
く
さ
ぎ
る
）」「
草

修
理
」「
草
そ
り
」
な
ど
と
い

わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
言
葉
の
意
味
に
は
、
微

妙
な
差
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な

い
。
現
代
語
訳
を
担
当
さ
れ
た

専
門
家
の
先
生
方
は
、
た
い
へ

ん
な
苦
労
を
さ
れ
た
。
そ
の
農

書
が
成
立
し
た
地
域
の
古
老
を

訪
ね
て
の
確
認
作
業
、
状
況
証

拠
の
探
索
な
ど
が
再
三
く
り
か

え
さ
れ
た
。

江
戸
び
と
の
暮
ら
し
の

一
級
の
資
料

さ
て
、
本
全
集
に
収
録
さ
れ

た
農
書
は
次
頁
の
よ
う
な
一
五

の
ジ
ャ
ン
ル
に
大
別
さ
れ
る
。

全
七
二
巻
の
ほ
ぼ
半
分
を
占

め
る
の
が
、
地
域
農
書
で
、
北

海
道
南
部
か
ら
沖
縄
石
垣
島
ま

で
、そ
の
地
域
の
農
事
体
験（
生

活
と
生
産
）
を
記
し
た
文
書
で

あ
る
。

特
産
物
や
加
工
の
手
法
を
記

し
た
も
の
も
多
い
。
江
戸
時
代

は
全
国
ど
こ
で
も
栽
培
さ
れ
て

い
た
の
ほ
イ
ネ
以
外
に
は
少
な

く
、
農
産
物
は
つ
ま
り
特
産
物

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
種
類

も
多
い
。
別
掲
の
「
江
戸
時
代

人
づ
く
り
風
土
記
」
で
扱
う

特
産
物
に
よ
る
地
域
振
興
に
つ

い
て
、一
層
深
く
調
べ
る
に
は
、

こ
の
類
の
農
書
を
ひ
も
と
く
こ

と
が
も
っ
と
も
有
効
で
あ
る
。

災
害
と
復
興
に
つ
い
て
の
農

書
群
は
、
富
士
山
や
浅
間
山
の

爆
発
を
始
め
、
洪
水
、
地
震
、

津
波
な
ど
の
村
側
の
記
録
と
し

て
、ま
た
開
発
と
保
全
は
開
田
、

利
水
、治
水
、砂
防
な
ど
の
優
れ

た
技
術
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

そ
の
他
、
園
芸
、
林
業
、
漁

業
、
畜
産
、救
荒
も
扱
い
、さ
ら

に
は
農
法
普
及
の
た
め
の
往
来

物
や
各
地
の
篤
農
家
の
農
事
日

誌
な
ど
も
江
戸
時
代
の
暮
ら
し

を
知
る
一
級
の
資
料
で
あ
る
。
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青森県の農書『奥民図彙』に描かれた
農夫（第１巻所収）

協文農 図 説

価格は税込ご注文は

農書は現代へのメッセージ
「日本農書全集」が伝える江戸期の生活世界

中
国
文
化

百
華

第
１
期

全
２０
巻

現
代
文
明
の
行
き
詰
ま
り
を
乗
り
越
え
、
自
然
と
人
間
が

調
和
す
る
２１
世
紀
を
切
り
拓
く
鍵
は
、
ア
ジ
ア
の
生
活
文

化
と
思
想
の
な
か
に
あ
る
―
日
中
文
化
往
来
の
軌
跡
を
軸

に
、
そ
の
諸
相
を
写
真
・
図
版
豊
富
に
描
く
。

天
翔
る
シ
ン
ボ
ル
た
ち

幻
想
動
物
の
文
化
誌

張

競
著

多
種
多
様
な
一
角

獣
、
聖
鳥
、
龍
…
圧
倒
的
な
図

象
の
奔
流
。
異
形
異
能
の
幻
想

動
物
に
託
し
た
古
代
人
の
文
化

的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
解
く
。

●
３
２
０
０
円

お
ん
目
の
雫
ぬ
ぐ
は
ば
や

鑑
真
和
上

新
伝王

勇
著

高
僧
鑑
真
を
命
が

け
の
渡
日
に
駆
り
立
て
た
も
の

と
は
？

そ
の
内
面
世
界
と
当

時
の
中
国
仏
教
界
の
実
相
に
光

を
当
て
、
知
ら
れ
る
情
熱
を
描

き
出
す
。

●
３
２
０
０
円

し
じ
ま
に
生
き
る
野
生
動
物
た
ち

東
ア
ジ
ア
の
自
然
の
中
で

今
泉
忠
明
著

野
生
を
捨
て
て

人
間
と
生
き
る
か
、
絶
滅
の
道

を
た
ど
る
か
。
凍
土
か
ら
砂
漠
、

熱
帯
林
ま
で
多
様
な
地
理
条
件

に
棲
む
６０
種
の
生
態
と
運
命
。

●
３
２
０
０
円

【
続
刊
予
定
】
イ
ネ
の
日
中
交
流

佐
藤
洋
一

郎
著
／
真
髄
は
調
和
に
あ
り
―
呉
清
源
碁
の
宇

宙

水
口
藤
雄
／
神
と
人
と
の
交
響
楽
―
中
国

仮
面
の
世
界

稲
畑
耕
一
郎
ほ
か
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農
書
を
現
代
に
活
か
す
１５
の
視
点

「
日
本
農
書
全
集
」全
７２
巻
の
分
類
テ
ー
マ
と
そ
の
概
略

【
地
域
農
書
】

第
１
〜
１１
、
１５
〜
４１
巻

村
に
あ
っ
て
自
ら
の
農
事
体

験
を
も
と
に
し
て
書
き
残
さ
れ

た
も
の
で
、
そ
の
地
で
栽
培
・

飼
育
さ
れ
た
作
目
全
般
に
わ
た

り
、
生
活
と
生
産
が
合
体
し
た

形
で
記
述
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
総
合
農
書
と
も
称
し
て
よ

く
、
地
域
固
有
の
農
法
の
記
述

で
あ
る
と
同
時
に
、
近
世
庶
民

の
暮
ら
し
に
つ
い
て
の
一
次
資

料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

「
田
家
す
き
は
ひ
袋

耕
作
稼

穡
八
景
」（
第
３７
巻
）

【
特
産
】

第
４５
〜
４９
巻
、
他

各
地
の
商
品
化
さ
れ
た
特
産

物
を
扱
う
。（
数
字
は
収
録
巻

数
）あ

い（
３０
・
４５
）、油
桐（
４７
）、

こ
う
ぞ

な
た
ね（
１
・
４５
）、
楮
（
４７
）、

は
ぜ櫨（

１３
・
３１
・
３３
）、
漆（
４６
）、

紅
花
（
４５
）
、
さ
と
う
き
び
（
１４

・
３４
・
４４
・
６９
）、
茶
（
４７
）、

さ
つ
ま
い
も
（
７０
）、
し
い
た

け（
４５
）、
じ
ゃ
が
い
も（
７０
）、

そ
ば
（
７０
）、
た
ば
こ
（
４５
）、

朝
鮮
人
参
（
４５
）、
梨
（
４６
）、

み
か
ん
（
４６
）、
海
苔
（
４５
）、

養
蚕
・
絹（
３５
・
４７
）、
綿（
１５
）、

薬
草
（
６８
）

第
４８
・
４９
巻
の
能
登
の
人
、

村
松
標
左
衛
門
著
『
工
農
業
事

見
聞
録
』
は
国
産
振
興
の
た
め

に
諸
国
を
巡
歴
し
て
産
物
調
査

を
し
た
膨
大
な
記
録
で
あ
る
。

【
農
産
加
工
】第

５０
〜
５３
巻

第
５０
巻
で
さ
と
う
き
び
か
ら

の
製
糖
法
、
松
前
の
輸
出
海
産

物
、
製
油
、
製
葛
を
、
第
５１
巻

で
酒
造
を
、
第
５２
巻
で
漬
物
、

豆
腐
、
麩
、
醤
油
、
味
噌
、
製

塩
を
、
第
５３
巻
で
塗
物
、
紙
す

き
、
績
麻
、
生
糸
、
樟
脳
、
製

炭
を
扱
う
。

【
園
芸
】

第
５４
・
５５
巻

江
戸
の
庭
師
の
残
し
た
農
書

群
を
収
録
し
、
他
方
で
熊
本
の

武
士
道
と
つ
な
が
る
養
菊
書
も

収
め
る
。

「
剪
花
翁
伝
」（
第
５５
巻
）

【
林
業
】

第
５６
・
５７
巻

森
林
資
源
を
利
用
し
つ
つ
保

全
し
た
近
世
林
業
の
体
系
を
伝

え
る
書
を
収
録
。
盛
岡
藩
、
黒

羽
藩
、萩
藩
の
林
業
技
術
書
や
、

土
砂
流
失
防
止
と
林
業
生
産
の

直
結
を
説
い
た
琉
球
の
『
林
政

八
書
』
を
収
め
る
。

【
漁
業
】

第
５８
・
５９
巻

近
世
の
漁
業
は
、
い
ま
い
う

日
本
型
食
生
活
の
原
型
を
つ
く

り
出
し
た
こ
と
、
農
業
生
産
に

多
く
の
資
材
を
提
供
し
た
こ

と
、
そ
し
て
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の

特
異
な
漁
法
開
発
の
三
点
を
特

徴
と
す
る
。
こ
の
視
点
か
ら
の

基
本
文
献
と
と
も
に
、
江
戸
湾

で
の
釣
り
、
金
魚
飼
育
法
な
ど

の
書
を
も
収
め
た
。
ま
た
第
５８

巻
の
『
小
川
嶋
鯨
鯢
合
戦
』
は

佐
賀
県
呼
子
の
捕
鯨
の
技
術
と

船
団
組
織
を
扱
っ
た
絵
入
り
の

珍
本
。

【
畜
産
・
獣
医
】

第
６０
巻

獣
医
書
と
し
て『
解
体
新
書
』

な
ら
ぬ
『
解
馬
新
書
』
が
あ
っ

た
。
他
に
、
家
畜
へ
の
鍼
灸
術

の
手
引
き
、
飼
育
と
畜
舎
を
論

じ
た
も
の
な
ど
多
彩
で
あ
る
。

ペ
ッ
ト
飼
育
と
し
て
の
犬
、
鶉

な
ど
の
飼
育
手
引
き
も
収
録
。

【
農
法
普
及
】

第
２０
・
６１
・
６２
巻

先
進
的
な
農
法
が
ど
の
よ
う

に
し
て
多
く
の
農
民
に
伝
え
ら

れ
、
階
層
差
・
地
域
差
を
解
消

し
、
生
産
力
の
平
準
化
が
結
実

す
る
か
。
農
法
移
転
の
方
法
を

探
る
。

【
農
村
振
興
】

第
６３
巻

二
宮
金
次
郎
、
大
原
幽
学
、

石
川
理
紀
之
助
の
文
書
と
と
も

に
、
下
総
・
南
生
実
村
や
信
濃

・
芦
田
村
に
残
る
ム
ラ
自
身
の

と
り
き
め
文
書
「
議
定
書
」
の

類
を
収
録
。

【
開
発
と
保
全
】

第
３
・
６４
・
６５
巻

一
六
六
六
年
の
幕
府
に
よ
る

「
山
川
掟
」
の
発
布
を
境
に
開

発
か
ら
保
全
へ
の
大
転
換
が
行

わ
れ
る
。
そ
の
間
の
多
く
の
開

発
記
録
や
、
保
全
技
術
に
お
け

る
甲
州
流
・
紀
州
流
・
関
東
流

・
美
濃
流
、
日
本
海
岸
の
砂
防

技
術
、
対
馬
の
焼
畑（
木
庭
作
）

論
な
ど
の
基
本
文
書
を
集
大
成

し
た
。
ま
た
第
３
巻
の
『
開
荒

須
知
』（
群
馬
）
は
非
農
民
の

開
発
記
録
と
し
て
貴
重
。

【
災
害
と
復
興
】

第
２３
・
６６
・
６７
巻

富
士
山
・
浅
間
山
・
雲
仙
普

賢
岳
の
噴
火
、
善
光
寺
平
・
伊

賀
の
地
震
、
江
戸
湾
・
伊
勢
湾

の
津
波
、
荒
川
・
高
梁
川
の
洪

水
な
ど
の
現
場
の
、
す
ぐ
れ
て

人
間
模
様
の
記
録
、
東
西
の
飢

饉
の
状
況
を
伝
え
る
二
つ
の
文

書
を
収
録
。

【
本
草
・
救
荒
】

第
１８
・
６８
巻

陸
中
、
建
部
清
庵
の
『
民
間

備
荒
録
』（
第
１８
巻
）『
備
荒
草

木
図
』（
第
６８
巻
）
を
は
じ
め
、

飢
饉
に
備
え
る
実
用
書
を
集
め

た
。
薬
種
の
国
産
化
を
勧
め
る

『
薬
草
木
作
植
書
付
』（
第
６８

巻
）
も
収
録
。

【
農
事
日
誌
】

第
１１
・
４２
〜
４４
巻

農
事
日
誌
は
近
世
各
村
の
暮

ら
し
を
具
体
的
に
知
る
ま
た
と

な
い
素
材
で
あ
る
。
田
畑
と
家

畜
や
養
蚕
、
耕
地
と
用
水
や
採

草
地
と
の
結
び
つ
き
、
販
売
と

資
材
の
購
入
、
季
節
の
移
り
変

わ
り
と
年
中
行
事
・
信
仰
・
遊

び
、
ム
ラ
の
共
同
作
業
な
ど
興

味
は
つ
き
な
い
。
肝
煎
の
手
に

な
る
羽
後
、
畑
作
地
帯
の
武
蔵

と
下
野
、
米
単
作
の
越
中
、
加

賀
、
村
医
者
の
書
い
た
三
河
、

寺
子
屋
師
匠
を
兼
ね
た
美
濃
、

稲
と
綿
の
河
内
、
綿
中
心
の
備

後
、
砂
糖
を
作
っ
た
讃
岐
、
自

給
的
主
穀
生
産
の
薩
摩
の
日
誌

に
第
１１
巻
の
『
野
口
家
日
記
』

を
加
え
１３
編
を
収
録
。

【
絵
農
書
】第２６

・
７１
・
７２
巻

絵
巻
、
襖
、
欄
間
絵
、
屏
風
、

掛
物
、
奉
納
絵
、
絵
暦
、
絵
馬
、

蒔
絵
、
彫
刻
、
焼
物
、
漆
器
、

織
物
な
ど
に
表
さ
れ
た
農
耕

図
。
絢
爛
か
つ
質
素
、
多
様
な

描
写
に
目
を
う
ば
わ
れ
る
。
第

２６
巻
の
『
農
業
図
絵
』
は
金
沢

近
郊
農
村
の
一
年
の
巡
り
の
暮

ら
し
と
作
業
の
図
絵
で
、
三
百

年
の
歳
月
を
隔
て
た
往
時
の
農

村
庶
民
の
姿
が
直
接
伝
わ
っ
て

く
る
名
品
。

【
学
者
の
農
書
】

第
１２
〜
１４
、
６９
〜
７０
巻

宮
崎
安
貞
『
農
業
全
書
』（
第

１２
・
１３
巻
）、
大
蔵
永
常
『
広

益
国
産
考
』（
第
１４
巻
）、
佐
藤

信
淵
・
青
木
昆
陽
・
高
野
長
英

・
平
賀
源
内
ほ
か
を
第
６９
・
７０

巻
に
収
録
。
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「
清
物
塩
嘉
言
」（
第
５２
巻
）

「
備
荒
草
木
図
」（
第
６８
巻
）

「
日
本
農
書
全
集
」
全
７２
巻
・
別
巻
１

Ａ
５
判
（
第
２６
・
７１
・
７２
巻
・
別
巻
の
み
Ｂ
５
判
）、
上
製

・
箱
入
●
各
４
２
０
０
〜
７
５
０
０
円
、
別
巻
「
収
録
農
書

一
覧
／
分
類
索
引
」
２
５
０
０
０
円
【
編
集
委
員
】
第
１
期

・
山
田
龍
雄
、
飯
沼
二
郎
、
守
田
志
郎
、
岡
光
夫
、
第
２
期

・
佐
藤
常
雄
、
徳
永
光
俊
、
江
藤
彰
彦

「
九
谷
色
絵
農
耕
煎
茶
碗
」（
第

７２
巻
）


